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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 18日 (2006.8.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 の お む つ は 、 肌 当 接 側 に 位 置 す る 透 液 性 表 面 シ ー ト と 、 肌 非 当 接 側 に
位 置 す る 不 透 液 性 裏 面 シ ー ト と 、 表 裏 面 シ ー ト の 間 に 介 在 す る 吸 液 性 コ ア と か ら 構 成 さ れ
て い る 。 こ の お む つ は 、 前 胴 周 り 域 の 側 部 と 後 胴 周 り 域 の 側 部 と が 縦 方 向 へ 間 欠 的 に 並 ぶ
多 数 の 熱 融 着 線 を 介 し て 固 着 さ れ て い る 。 こ の お む つ に は 、 胴 周 り 開 口 と 一 対 の 脚 周 り 開
口 と が 形 成 さ れ て い る 。 処 理 用 テ ー プ タ ブ は 、 接 着 剤 を 介 し て 裏 面 シ ー ト の 外 面 に 固 着 さ
れ た 固 定 部 と 、 固 定 部 に 固 定 部 の 外 面 に 重 な る 自 由 部 と を 有 す る 。 自 由 部 は 、 そ
の 内 面 に 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て お り 、 接 着 剤 を 介 し て 固 定 部 の 外 面 に 剥 離 可 能 に 仮 着 さ れ て
い る 。 処 理 用 テ ー プ タ ブ に は 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム が 使 用 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 前 提 に お け る 本 発 明 の 特 徴 は 、 前 記 裏 面 シ ー ト が 、 繊 維 不 織 布 か ら 形 成 さ れ 、 前 記
不 織 布 の 仕 上 用 油 剤 の 含 有 率 が 、 該 不 織 布 を 構 成 す る 繊 維 重 量 当 た り ０ ． ０ ４ ｗ ｔ ％ 以 下
（ Ｊ Ｉ Ｓ  Ｌ  １ ０ １ ５  ７ ． ２ ２ ； 溶 剤 抽 出 法 に 準 じ て 測 定 ） で あ り 、 前 記 テ ー プ タ ブ が
、 接 着 剤 を 介 し て 前 記 裏 面 シ ー ト の 外 面 に 固 着 さ れ て い る こ と に あ る 。

連 な っ て

永 久 的 に



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 お む つ １ ０ Ａ は 、 胴 周 り 開 口 １ ７ と 一 対 の 脚 開 口 １ ８ と を 有 す る パ ン ツ 型 に 形 成 さ
れ 、 互 い に 対 向 す る 前 胴 周 り 域 １ ４ お よ び 後 胴 周 り 域 １ ６ と 、 そ れ ら 胴 周 り 域 １ ４ ， １ ６
の 間 に 位 置 す る 股 下 域 １ ５ と を 有 し 、 か つ 、 コ ア １ ３ の 両 端 縁 １ ３ ａ の 外 側 に 位 置 し て 横
方 向 へ 延 び る 両 端 部 １ ９ と 、 コ ア １ ３ の 両 側 縁 １ ３ ｂ の 外 側 に 位 置 し て 縦 方 向 へ 延 び る 両
側 部 ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ と を そ れ ぞ れ 有 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 胴 周 り 開 口 １ ７ 及 び 脚 開 口 １ ８ は 、 前 後 胴 周 り 域 １ ４ ， １ ６ の 両 側 部 ２ ０ ， ２ ２ が
合 掌 状 に 重 な り 合 い 、 側 部 ２ ０ ， ２ ２ 側 縁 近 傍 に お い て 縦 方 向 へ 間 欠 的 に 並 ぶ 複 数 の 熱 融
着 線 ２ ３ に よ り 連 結 さ れ て い る 。 お む つ １ ０ Ａ は 、 股 下 域 １ ５ の 両 側 部 ２ １ が お む つ １ ０
Ａ の 横 方 向 内 方 へ 向 か っ て 弧 を 画 く こ と で 、 股 下 域 １ ５ が 前 後 胴 周 り 域 １ ４ ， １ ６ よ り も
幅 狭 く 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 お む つ １ ０ Ａ は 、 前 後 胴 周 り 域 １ ４ ， １ ６ の 連 結 を

、 縦 方 向 へ 展 開 し た と き の 平 面 形 状 が ほ ぼ 砂 時 計 型 を 呈 す る 。 両 端 部 １ ９ と 両 側 部 ２ ０
， ２ １ ， ２ ２ と で は 、 表 面 シ ー ト １ １ と 裏 面 シ ー ト １ ２ と が 互 い に 重 な り 合 っ た 状 態 で 、
そ れ ら シ ー ト １ １ ， １ ２ の 内 面 ど う し が 接 着 剤 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 断 続 的 に 接 合 さ れ て
い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 感 圧 性 接 着 剤 ， ３ １ に は 、 そ れ ぞ れ 公 知 の ホ ッ ト メ ル ト 型 接 着 剤 や ア ク リ ル 系 接 着
剤 、 ゴ ム 系 接 着 剤 を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 剥 離 剤 に は 、 そ れ ぞ れ 公 知 の シ リ コ ン
樹 脂 系 や フ ッ 素 樹 脂 系 、 ア ミ ノ ア ル キ ド 樹 脂 系 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 系 の も の を 使 用 す る こ
と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 テ ー プ タ ブ ２ ６ は 、 お む つ １ ０ Ａ を 廃 棄 す る 廃 棄 処 理 用 と し て 利 用 す る こ と の 他 に 、 装
着 し た お む つ １ ０ Ａ の 胴 周 り 寸 法 Ｎ を 調 節 す る 寸 法 調 節 用 と し て も 利 用 す る こ と が で き る
。 お む つ １ ０ Ａ の 胴 周 り 寸 法 Ｎ を 調 節 す る と き は 、 図 示 は し て い な い が 、 テ ー プ タ ブ ２ ６
の 第 １ お よ び 第 ２ 自 由 部 ２ ８ ， ２ ９ を 横 方 向 外 方 へ 展 開 さ せ た 後 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ を 後 胴
周 り 域 １ ６ の 横 方 向 中 央 に 向 か っ て 引 っ 張 り 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ の 第 ２ 自 由 部 ２ ９ を 後 胴 周
り 域 １ ６ の 外 面 （ 裏 面 シ ー ト １ ２ の 外 面 ） に 止 着 す る 。 自 由 部 ２ ９ を 後 胴 周 り 域 １ ６ に 止
着 す る と 、 テ ー プ タ ブ の 固 定 部 と 自 由 部 ２ ８ ， ２ ９ と の 間 に 延 び る 側 部 ２ ２ の 横
方 向 の 寸 法 を 縮 め る こ と が で き る の で 、 お む つ １ ０ Ａ の 胴 周 り 寸 法 Ｎ を 小 さ く す る こ と が
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で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 繊 維 不 織 布 ４ １ の 仕 上 用 油 剤 の 含 有 率 が ０ ． ０ ４ ｗ ｔ ％ を 超 過 す る と 、 時 間 の 経 過 と と
も に 、 仕 上 用 油 剤 が 接 着 剤 の 接 着 力 を 次 第 に 低 下 さ せ 、 表 面 シ ー ト １ １ と 裏 面 シ ー ト
と の 接 着 強 度 が ０ ． １ ５ Ｎ ／ ２ ０ ｍ ｍ 未 満 に な っ て し ま う 場 合 が あ る 。 表 面 シ ー ト １ １ と
裏 面 シ ー ト １ ２ と の 接 着 強 度 が ０ ． １ ５ Ｎ ／ ２ ５ ｍ ｍ 未 満 で は 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ を 横 方 向
へ 強 く 引 っ 張 っ た と き に 、 そ れ ら シ ー ト １ １ ， １ ２ ど う し が 剥 離 す る 場 合 が あ る 。 そ れ ら
シ ー ト １ １ ， １ ２ が 剥 離 す る と 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ を 引 っ 張 る 力 が 裏 面 シ ー ト １ ２ の み に か
か り 、 裏 面 シ ー ト １ ２ が 破 損 し て し ま う 場 合 が あ る 。 表 面 シ ー ト １ １ と 裏 面 シ ー ト １ ２ と
の 接 着 強 度 が ０ ． １ ５ Ｎ ／ ２ ５ ｍ ｍ 以 上 の 場 合 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ を 横 方 向 へ 強 く 引 っ 張 っ
た と し て も 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ を 取 り 付 け た 部 位 に お い て 表 面 シ ー ト １ １ と 裏 面 シ ー ト １ ２
と が 剥 離 し て し ま う こ と は な く 、 さ ら に 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ を 引 っ 張 る 力 が 表 裏 面 シ ー ト １
１ ， １ ２ に 支 え ら れ る の で 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ を 横 方 向 外 方 へ 容 易 に 展 開 さ せ る こ と が で き
る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ ， ５ は 、 他 の 一 例 と し て 示 す お む つ １ ０ Ｂ の 斜 視 図 と 、 図 ４ の ５ － ５ 線 端 面 図 と で
あ る 。 図 ４ で は 、 横 方 向 を 矢 印 Ｌ 、 縦 方 向 を 矢 印 Ｍ で 示 す と と も に 、 第 １ お よ び 第 ２ 自 由
部 ２ ８ ， ２ ９ を 前 胴 周 り 域 １ ４ に 止 着 し た 状 態 を 二 点 鎖 線 で 示 す 。 図 ５ で は 、 テ ー プ タ ブ

の 第 １ お よ び 第 ２ 自 由 部 ２ ８ ， ２ ９ を 矢 印 Ｌ ２ で 示 す お む つ １ ０ Ｂ の 横 方 向 内 方 へ 展
開 し た 状 態 を 二 点 鎖 線 で 示 す 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 固 定 部 ２ ７ は 、 そ の 内 面 が 感 圧 性 接 着 剤 ３ ０ を 介 し て 裏 面 シ ー ト １ ２ の 外 面 に 固 着 さ れ
て い る 。 第 １ 自 由 部 ２ ８ は 、 固 定 部 ２ ７ の 内 端 部 分 ２ ７ ｂ に お い て 固 定 部 ２ ７ の 外 面 の 側
に 向 か っ て 折 り 曲 げ ら れ て い る 。 第 １ 自 由 部 ２ ８ は 、 固 定 部 ２ ７ の 外 面 に 重 な り 、 そ の 内
面 に 塗 布 さ れ た 止 着 手 段 と し て の 感 圧 性 接 着 剤 ３ １ を 介 し て 固 定 部 ２ ７ の 外 面 に 剥 離 可 能
に 仮 着 さ れ て い る 。 第 ２ 自 由 部 ２ ９ は 、 第 １ 自 由 部 の 外 端 部 分 ２ ８ ａ に お い て 第 １ 自 由 部
２ ８ の 外 面 の 側 に 向 か っ て 折 り 曲 げ ら れ て い る 。 第 ２ 自 由 部 ２ ９ は 、 第 １ 自 由 部 ２ ８ の 外
面 に 重 な り 、 そ の 内 面 に 塗 布 さ れ た 止 着 手 段 と し て の 感 圧 性 接 着 剤 ３ ２ を 介 し て 第 １ 自 由
部 ２ ８ の 外 面 に 剥 離 可 能 に 仮 着 さ れ て い る 。 第 ２ 自 由 部 ２ ８ の 内 端 部 分 ２ ９ ｂ に は 、 感 圧
性 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て い な い 摘 み ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 感 圧 性 接 着 剤 ３ １ ， ３ ２ は 、 第
１ 自 由 部 ２ ８ の 全 体 と 第 ２ 自 由 部 ２ ９ の 摘 み ３ ３ を 除 い た 部 分 と に 塗 布 さ れ て い
る 。 固 定 部 ２ ７ の 外 面 全 体 と 第 １ 自 由 部 ２ ８ の 外 面 全 体 と に は 、 剥 離 剤 （ 図 示 せ ず ） が 塗
布 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 繊 維 不 織 布 ４ ２ の 仕 上 用 油 剤 の 含 有 率 が 不 織 布 ４ ２ を 構 成 す る 繊 維 重 量 当 た り ０ ． ０ ４
ｗ ｔ ％ 以 下 の 場 合 、 仕 上 用 油 剤 に よ る 接 着 剤 ３ ０ の 接 着 力 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き 、 お む
つ １ ０ Ｂ を 長 期 間 放 置 し た と し て も 、 裏 面 シ ー ト １ ２ に 対 す る テ ー プ タ ブ ２ ６ の 固 定 部 ２
７ の 接 着 強 度 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。 お む つ １ ０ Ｂ は 、 そ れ を 温 度 ５ ０ ℃ か つ 湿 度 ６
０ ％ で １ 週 間 放 置 し た と し て も 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ の 固 定 部 ２ ７ が 裏 面 シ ー ト １ ２ に 対 し て
４ Ｎ ／ ２ ０ ｍ ｍ 以 上 の 接 着 強 度 を 有 す る の で 、 お む つ １ ０ Ｂ を 長 期 間 放 置 し た 後 に 、 テ ー
プ タ ブ ２ ６ を 横 方 向 へ 強 く 引 っ 張 っ て 第 １ お よ び 第 ２ 自 由 部 ２ ８ ， ２ ９ を 展 開 さ せ た と し
て も 、 テ ー プ タ ブ が 裏 面 シ ー ト １ ２ の 外 面 か ら 剥 が れ て し ま う こ と は な い 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 お む つ １ ０ Ｃ は 、 弾 性 部 材 ２ ４ ， ３ ４ の 収 縮 に よ っ て テ ー プ タ ブ の 固 定 部 に 多
数 の ギ ャ ザ ー ３ ６ が 形 成 さ れ て い る の で 、 図 １ の お む つ １ Ａ の よ う に テ ー プ タ ブ ２ ６ の 固
定 部 ２ ７ に ギ ャ ザ ー が 形 成 さ れ て い な い 場 合 と 比 較 し 、 固 定 部 ２ ７ が 裏 面 シ ー ト １ ２ か ら
剥 が れ 易 く な る が 、 固 定 部 ２ ７ が 裏 面 シ ー ト １ ２ に 対 し て ４ Ｎ ／ ２ ０ ｍ ｍ 以 上 の 接 着 強 度
を 有 す る の で 、 固 定 部 ２ ７ に 多 数 の ギ ャ ザ ー ３ ６ が 形 成 さ れ た と し て も 、 固 定 部 ２ ７ が 裏
面 シ ー ト １ ２ の 外 面 か ら 剥 が れ て し ま う こ と は な い 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 お む つ １ ０ Ｄ を 着 用 者 に 装 着 す る 手 順 は 、 以 下 の と お り で あ る 。 後 胴 周 り 域 １ ６ の 側 部
２ ２ 内 面 を 前 胴 周 り 域 １ ４ の 側 部 ２ ０ 外 面 に 重 ね 合 わ せ 、 側 部 ２ ２ を 側 部 ２ ０ に 押 し 付 け
る 。 側 部 ２ ２ を 側 部 ２ ０ に 押 し 付 け る と 、 テ ー プ タ ブ ３ ８ に 形 成 さ れ た フ ッ ク ３ ９ が 裏 面
シ ー ト １ ２ を 形 成 す る 不 織 布 の 繊 維 に 引 っ 掛 か か り 、 テ ー プ タ ブ ３ ８ が 後 胴 周 り 域 １
６ の 側 部 ２ ２ 内 面 に 係 合 し 、 そ れ ら 胴 周 り 域 １ ４ ， １ ６ の 側 部 ２ ０ ， ２ ２ ど う し を 連 結 す
る こ と が で き る 。 前 後 胴 周 り 域 １ ４ ， １ ６ が 連 結 さ れ た お む つ １ ０ Ｄ に は 、 図 １ ０ に 示 す
よ う に 、 胴 周 り 開 口 １ ７ と 一 対 の 脚 周 り 開 口 １ ８ と が 形 成 さ れ る 。 前 後 胴 周 り 域 １ ４ ， １
６ を 連 結 し た 後 、 着 用 者 の 両 脚 を 胴 周 り 開 口 １ ７ か ら 脚 周 り 開 口 １ ８ へ 通 し 、 お む つ １ ０
Ｄ を 着 用 者 の 胴 部 に 引 き 上 げ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 コ ア １ ３ は 、 粒 子 状 ま た は 繊 維 状 の 高 吸 収 性 フ ラ ッ フ パ ル プ と の 混 合 物 、 ま
た は 、 粒 子 状 ま た は 繊 維 状 の 高 吸 収 性 フ ラ ッ フ パ ル プ と 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 繊 維
と の 混 合 物 で あ り 、 所 定 の 厚 み に 圧 縮 さ れ て い る 。 コ ア １ ３ は 、 そ れ の 型 崩 れ や ポ リ マ ー
粒 子 の 脱 落 を 防 止 す る た め 、 全 体 が テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー や 親 水 性 繊 維 不 織 布 等 の 透 液 性 シ
ー ト に 被 覆 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 し て は 、 デ ン プ ン 系 、 セ ル ロ ー ス 系 、
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合 成 ポ リ マ ー 系 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 １ ， ４ ， ６ の お む つ １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ の テ ー プ タ ブ ２ ６ は 、 一 本 の テ ー プ タ ブ
を 断 面 Ｚ 字 型 に 折 り 畳 ん だ も の で あ る が 、 固 定 部 ２ ７ と 第 １ お よ び 第 ２ 自 由 部 ２ ８ ， ２ ９
と を 別 個 の テ ー プ タ ブ か ら 形 成 し 、 そ れ ら テ ー プ タ ブ を 互 い に 連 結 し た 後 、 断 面 Ｚ 字 型 に
折 り 畳 ん で も よ い 。 そ れ ら お む つ １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ で は 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ が 繊 維 不
織 布 か ら 形 成 さ れ て い る 場 合 、 接 着 剤 ３ １ ， ３ ２ に 代 え て 、 第 １ お よ び 第 ２ 自 由 部 ２ ８ ，
２ ９ の 内 面 に メ カ ニ カ ル フ ァ ス ナ の う ち の フ ッ ク が 形 成 さ れ て 。 ま た 、 図 １ ，
４ ， ６ の お む つ １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ で は 、 テ ー プ タ ブ ２ ６ を 後 胴 周 り 域 １ ６ の 両 側 部
２ ２ に 配 置 し 、 接 着 剤 ３ ０ を 介 し て テ ー プ タ ブ ２ ６ の 固 定 部 ２ ７ を 後 胴 周 り 域 １ ６ に お け
る 裏 面 シ ー ト １ ２ の 外 面 に 固 着 し て も よ い 。 そ れ ら お む つ １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ で は 、
縦 方 向 へ 延 び る 一 つ の テ ー プ タ ブ ２ ６ を 前 後 胴 周 り 域 １ ４ ， １ ６ の い ず れ か 一 方 の 横 方 向
中 央 に 配 置 し 、 接 着 剤 ３ ０ を 介 し て テ ー プ タ ブ ２ ６ の 固 定 部 ２ ７ を 裏 面 シ ー ト １ ２ の 外 面
に 固 着 し て も よ い 。
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